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柳

|市
本コ

持
考

佐
藤

道
生

平
安
時
代
の
漢
語
文
献
を
読
ん
で
い
て
、
意
味
の
よ
く
分
か
ら
な
い
言
葉
に
出
く
わ
す
こ
と
が
あ
る
。
辞
書
に
載
っ
て
い
な
い
言
葉
も
あ

れ
ば
、
辞
書
の
示
す
語
義
と
食
い
違
う
言
葉
も
あ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
中
か
ら
「
柳
市
」
「
三
乗
」
の
二
語
を
取
り
上
げ
、
語
義
や
由
来
を

あ
れ
こ
れ
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

一
、
柳
市

平
安
後
期
の
詩
序
を
集
め
た
総
集
「
詩
序
集
』
所
収
、
惟
宗
孝
貞
の
「
葉
飛
水
上
紅
詩
序
」
に
次
の
よ
う
な
隔
勾
対
が
見
ら
れ
る
。

わ

し

あ

き

孝
貞
趨
柳
市
而
才
独
議
、
謬
列
三
千
徒
之
末
塵
、
望
李
門
而
眼
方
疲
、
進
如
隔
百
万
里
之
激
波
。
(
孝
貞
、
柳
市
に
趨
り
て
才
独
り
識
し
、

謬
り
て
三
千
徒
の
末
塵
に
列
な
る
、
李
門
を
望
み
て
眼
方
に
疲
れ
た
り
、
遥
か
に
百
万
里
の
激
波
を
隔
つ
る
が
如
し
。
)



こ
こ
に
見
え
る
「
柳
市
」
と
い
う
一
言
葉
は
ど
の
よ
う
な
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
語
を
日
本
国
語
大
辞
典
(
第
二
版
、

小
学
館
)
で
引
く
と
、
「
(
中
園
、
長
安
の
西
南
に
あ
っ
た
町
の
名
か
ら
)
に
ぎ
や
か
な
町
」
と
語
義
を
示
し
、
菅
原
道
真
と
藤
原
敦
光
の
用

例
を
挙
げ
て
い
る
。

池
縮
松
江
秋
水
満
、
人
招
柳
市
古
風
存
。
(
池
は
松
江
を
縮
め
て
秋
水
満
て
り
、
人
は
柳
市
よ
り
招
き
て
古
風
存
せ
り
。
)
(
『
菅
家
文
草
』

巻
二
、
「
仁
和
元
年
八
月
十
五
日
、
行
二
幸
神
泉
苑
一
。
有
レ
詔
一
一
侍
臣
一
、
命
献
一
一
一
篇
一
」
)

暫
辞
柳
市
列
塊
門
、
夏
景
初
来
志
足
言
。
(
暫
く
柳
市
を
辞
し
て
塊
門
に
列
な
る
、
夏
景
初
め
て
来
り
て
志
言
ふ
に
足
る
。
)
(
『
本
朝
無
題
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詩
』
巻
四
、
「
早
夏
言
志
」
)

辞
書
に
「
に
ぎ
や
か
な
町
」
と
記
す
の
は
、
『
漢
書
』
寓
章
伝
に
「
長
安
蟻
盛
、
街
間
各
有
豪
侠
。
章
在
城
西
柳
市
。
(
長
安
蟻
盛
な
る
と

き
に
、
街
聞
に
各
お
の
豪
侠
有
り
。
章
は
城
西
の
柳
市
に
在
り
)
」
と
あ
り
、
顔
師
古
注
に
「
漢
宮
閥
疏
云
、
細
柳
倉
有
柳
市
。
(
漢
宮
閥
疏

に
云
ふ
、
細
柳
倉
に
柳
市
有
り
)
」
と
あ
る
に
拠
っ
て
い
る
。
道
真
と
敦
光
の
例
で
は
、
た
し
か
に
「
柳
市
」
を
繁
華
街
、
市
井
の
意
味
に

(注
l
)

取
っ
て
も
解
釈
で
き
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
最
初
に
挙
げ
た
惟
宗
孝
貞
の
例
で
は
ど
う
、
だ
ろ
う
か
。

平
安
時
代
の
詩
序
で
は
、
序
者
は
そ
の
末
尾
に
自
ら
の
不
遇
・
不
満
を
訴
え
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
。
孝
貞
の
隔
句
対
は
そ
の
部
分
に

当
た
る
。
隔
句
対
の
前
半
部
に
見
え
る
「
三
千
徒
」
と
は
孔
子
の
門
弟
を
言
い
、
本
邦
で
は
転
じ
て
大
学
寮
に
学
ぶ
学
生
を
指
す
。
後
半
部

に
見
え
る
「
李
門
」
と
は
李
麿
の
門
の
意
で
、
『
後
漢
書
』
李
暦
伝
に
見
え
る
故
事
を
ふ
ま
え
る
。



暦
独
持
風
裁
、
以
声
名
自
高
。
士
有
被
其
容
接
者
、
名
為
登
龍
門
。
(
暦
、
独
り
風
裁
を
持
し
、
声
名
を
以
て
自
ら
高
し
。
士
の
其
の
容
接

を
被
る
こ
と
有
る
者
を
ば
、
名
づ
け
て
登
龍
門
と
為
す
。
)

と
あ
り
、
李
賢
注
に
は
、

以
魚
為
聡
也
。
龍
門
、
河
水
所
下
之
口
。
在
今
蜂
州
龍
門
県
。
辛
氏
三
秦
記
日
、
河
津
、
一
名
龍
門
。
水
険
不
通
。
魚
篭
之
属
、
莫
能
上
。

州
龍
門
県
に
在
り
。
辛
氏
三
秦
記
に
日
は
く
、
河
津
、

せ
ま

の
大
魚
、
龍
門
の
下
に
薄
り
集
ふ
も
の
数
千
、
上
る
こ
と
を
得
ず
。
上
れ
ば
則
ち
龍
と
為
る
な
り
、
と
。
)

江
海
大
魚
薄
集
龍
門
下
数
千
、
不
得
上
。
上
則
為
龍
也
。
(
魚
を
以
て
聡
へ
と
為
す
な
り
。
龍
門
は
、
河
水
の
下
る
所
の
口
な
り
。
今
の
粋

一
名
龍
門
。
水
険
し
く
し
て
通
ぜ
ず
。
魚
篭
の
属
ひ
、
上
る
こ
と
能
は
ず
。
江
海
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と
記
さ
れ
て
い
る
。
「
李
門
」
と
は
所
謂
「
登
龍
門
」
の
こ
と
で
、
そ
の
地
点
を
首
尾
よ
く
登
り
切
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
出
世
が
約
束
さ
れ
る

関
門
の
謂
い
で
あ
る
。
平
安
時
代
に
は
対
策
(
文
章
得
業
生
に
課
せ
ら
れ
た
最
終
試
験
)
、
或
い
は
省
試
(
文
章
生
を
選
抜
す
る
試
験
)
の
意

味
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
孝
貞
は
文
章
得
業
生
に
補
せ
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
、
彼
の
言
う
「
李
門
」
は
恐
ら
く
省
試
を
指
す
の

だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
孝
貞
の
隔
句
対
は
「
私
は
「
柳
市
」
に
奔
走
し
て
い
る
け
れ
ど
も
学
問
の
才
能
は
な
く
、
い
た
ず
ら
に
孔
子
の
門

弟
(
大
学
寮
の
学
生
)

の
末
席
を
汚
す
ば
か
り
だ
。
そ
れ
で
も
省
試
に
及
第
し
て
文
章
生
に
な
る
こ
と
を
望
ん
で
、
学
問
に
励
ん
で
き
た
け

れ
ど
も
、
そ
こ
ま
で
の
道
の
り
は
険
し
く
遥
か
で
、
ほ
と
ほ
と
疲
れ
果
て
て
し
ま
っ
た
」
の
意
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
文
脈
か
ら
判
断
し



て
「
柳
市
」
は
孝
貞
が
学
問
に
励
ん
で
い
る
場
所
、
す
な
わ
ち
大
学
寮
を
指
す
も
の
と
見
る
の
が
妥
当
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「
柳
市
」
の
語
を
『
本
朝
文
粋
』
に
探
っ
て
み
る
と
、
次
の
二
例
が
見
出
さ
れ
る
。

子
養
材
柳
市
、
振
響
楊
庭
。
(
子
は
材
を
柳
市
に
養
ひ
、
響
き
を
楊
庭
に
振
る
ふ
。
)
(
巻
三
、
的
神
仙
策
問
、
春
澄
善
縄
)

あ

た

ひ

い

つ

つ

か

う

ま

っ

す

悲
哉
柳
市
老
無
価
、
早
晩
此
身
欲
奉
公
。
(
悲
し
い
か
な
柳
市
に
老
い
て
価
無
し
、
早
晩
か
此
の
身
公
に
奉
ら
む
と
欲
る
。
)
(
巻
十
二
、

別
秋
夜
書
レ
懐
呈
一
一
諸
文
友
兼
南
隣
源
処
士
一
、
藤
原
衆
海
)

前
者
は
、
対
策
の
問
頭
博
士
で
あ
る
春
澄
善
縄
が
策
問
の
末
尾
で
、
対
策
者
で
あ
る
文
章
得
業
生
の
都
一
一
百
道
(
良
香
)
に
対
し
て
、
激
励

に
よ
る
落
書
の
末
尾
で
あ
る
。
自
分
は
「
柳
市
」
に
老
い
さ
ら
ば
え
て
、
何
の
価
値
も
な
い
人
間
だ
と
悲
観
し
て
は
い
る
が
、

一
日
も
早
く
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の
意
を
龍
め
て
呼
び
か
け
た
句
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
言
道
が
文
才
を
磨
い
た
場
所
と
し
て
「
柳
市
」
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
後
者
は
老
学
生

任
官
し
た
い
と
訴
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
用
例
か
ら
考
え
て
も
、
「
柳
市
」
は
繁
華
街
の
意
で
は
な
く
、
大
学
寮
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

も
う
一
つ
、
ダ
メ
押
し
と
も
言
え
る
例
を
挙
げ
よ
う
。
『
文
鳳
抄
』
巻
五
、
「
官
学
」
の
項
に
、

造
憶
松
江
、
久
遊
柳
市
。
(
透
か
に
松
江
を
憶
ふ
、
久
し
く
柳
市
に
遊
ぶ
。
)

の
対
語
が
見
え
る
。
『
文
鳳
抄
』
は
菅
原
為
長
撰
、
鎌
倉
初
期
成
立
。
当
時
流
行
し
て
い
た
句
題
詩
(
漢
字
五
文
字
か
ら
成
る
句
題
を
詩
題
と

し
た
七
言
律
詩
)

の
対
句
語
葉
集
で
あ
る
。
部
門
の
「
官
学
」
と
は
、
「
官
」
と
「
学
」
の
意
。
こ
の
よ
う
な
上
の
成
分
と
下
の
成
分
と
が
並



列
関
係
を
成
す
二
字
熟
語
を
当
時
、
双
貫
語
と
呼
ん
だ
。
句
題
に
は
時
と
し
て
双
貰
語
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
場
合
、
領
聯
・
頚

(注
2
)

聯
で
は
双
貫
語
を
形
成
す
る
こ
つ
の
事
物
を
一
聯
の
上
下
に
詠
み
分
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
「
造
憶
松
江
、
久
遊
柳
市
」

の
対
語
は
、

一
方
が
「
官
」
を
表
し
、
他
方
が
「
学
」
を
表
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
「
逢
憶
松
江
」
は
菅
の
張
翰
が
出
仕
し
て
い
た
洛
陽

の
産
物
を
懐
か
し
み
、
帰
郷
し
た
故
事
を
ふ
ま
え
る
。
任
官
し
て
い
る
時
に
洛
陽
か
ら

で
、
秋
風
の
起
こ
る
の
を
見
て
故
郷
の
呉
(
松
江
)

逢
か
に
松
江
を
思
い
や
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
語
は
「
官
」
を
表
し
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
必
然
的
に
「
久
遊
柳
市
」
は
「
学
」
を
表

し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
「
柳
市
」
が
学
ぶ
場
で
あ
る
大
学
寮
を
意
味
す
る
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。

日
本
国
語
大
辞
典
に
用
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
二
首
に
つ
い
て
も
、
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
よ
う
。
道
真
の
詩
は
仁
和
元
年
(
八
八
五
)

八
月
十
五
日
、
光
孝
天
皇
が
神
泉
苑
に
行
幸
し
た
時
の
作
で
あ
る
。
『
三
代
実
録
』

の
当
日
条
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
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行
幸
神
泉
苑
。
先
御
釣
豪
、
観
魚
下
網
、
所
獲
数
百
。
後
御
馬
玲
殿
、
閲
覧
信
濃
国
貢
駒
。
喚
文
人
賦
詩
。
預
席
者
三
十
三
人
。
木
工
寮

左
右
京
職
各
献
物
。
日
暮
驚
輿
還
宮
。
(
神
泉
苑
に
行
幸
す
。
先
づ
釣
蓋
に
御
し
、
魚
を
観
て
網
を
下
し
、
獲
る
所
は
数
百
な
り
。
後
に
馬

玲
殿
に
御
し
、
信
濃
国
の
貢
馬
を
閲
覧
す
。
文
人
を
喚
ぴ
て
詩
を
賦
せ
し
む
。
席
に
預
か
る
者
三
十
三
人
。
木
工
寮
、
左
右
京
職
各
お
の

物
を
献
ず
。
日
暮
れ
、
驚
輿
宮
に
還
る
。
)

道
真
の
上
句
は
神
泉
苑
の
釣
殿
の
景
色
で
あ
り
、
右
の
記
事
で
言
え
ば
、
天
皇
が
「
釣
蓋
に
御
し
、
魚
を
観
て
網
を
下
し
」
て
い
る
場
面

を
賦
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
下
句
は
そ
の
後
の
詩
宴
の
さ
ま
で
あ
り
、
記
事
の
「
文
人
を
喚
び
て
詩
を
賦
せ
し
む
。
席
に
預
か
る
者

三
十
三
人
」
に
当
た
っ
て
い
る
。
こ
の
と
き
招
か
れ
た
三
十
三
人
の
文
人
が
ど
の
よ
う
な
顔
ぶ
れ
で
あ
っ
た
の
か
、
道
真
以
外
は
不
明
だ
が
、



大
学
寮
紀
伝
道
の
出
身
者
・
在
籍
者
と
見
な
す
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
「
柳
市
」
は
こ
こ
で
も
大
学
寮
の
意
に
取
る
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。

「
本
朝
無
題
詩
』
所
収
の
敦
光
の
詩
に
し
て
も
、
「
柳
市
」
を
市
井
と
捉
え
る
よ
り
大
学
寮
と
す
る
方
が
妥
当
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。
と
い

(注

3
)

う
の
は
、
敦
光
は
永
久
か
ら
元
永
に
か
け
て
の
時
期
に
大
学
頭
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
こ
の
詩
は
そ
の
当
時
の
作
と
見
る
べ
き
で
は
な
か

ろ
、
っ
か
。

以
上
、
「
柳
市
」
が
平
安
時
代
の
用
例
で
は
、
に
ぎ
や
か
な
町
の
意
で
は
な
く
、
大
学
寮
を
指
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
但
し
、
中

国
の
詩
文
に
は
、
本
邦
の
意
と
同
様
に
用
い
ら
れ
た
例
が
見
当
た
ら
な
い
。
日
本
で
生
成
さ
れ
た
漢
語
と
も
思
わ
れ
な
い
か
ら
、
本
国
で
は

失
わ
れ
、
日
本
に
残
存
し
た
漢
語
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
博
雅
の
士
の
御
教
示
を
侯
つ
こ
と
に
し
た

¥;. 
0 

さ
て
、
「
柳
市
」
は
何
ゆ
え
に
大
学
寮
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
由
来
に
つ
い
て
も
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
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し
、
そ
れ
を
考
え
る
手
懸
か
り
に
な
り
そ
う
な
用
例
が
『
本
朝
続
文
粋
』
巻
十
一
、
惟
宗
孝
一
一
一
日
の
「
高
文
讃
」
に
見
え
る
。

之
子
、
編
柳
条
於
柳
市
、
期
桂
枝
於
桂
林
。
(
之
の
子
、
柳
条
を
柳
市
に
編
み
、
桂
枝
を
桂
林
に
期
す
。
)

あ
ぎ
な

「
高
文
」
は
学
生
の
字
で
あ
る
。
大
学
寮
で
は
入
学
し
た
学
生
に
字
を
付
け
る
時
に
、
命
名
の
由
来
を
内
容
と
す
る
讃
を
儒
者
が
作
る
慣
例

が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
こ
の
讃
に
は
、
学
生
が
「
柳
の
条
」
を
編
む
場
所
と
し
て
「
柳
市
」
が
示
さ
れ
て
い
る
。
「
編
柳
条
」
は
書
籍
を
書
写
す

る
意
。
こ
れ
は
『
文
選
』
巻
三
十
八
、
任
肪
の
「
為
薫
揚
州
薦
士
表
(
粛
揚
州
の
為
め
に
士
を
薦
む
る
表
)
」
に
、
王
僧
揺
が
苦
学
し
た
さ
ま

を
表
現
し
て
、



みのつ

集
各
一
映
雪
、
編
蒲
絹
柳
。
(
畿
を
集
め
雪
に
映
じ
、
蒲
を
編
み
柳
を
絹
む
。
)

と
あ
る
こ
と
を
ふ
ま
え
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
李
善
が
「
絹
柳
」
の
典
故
を
、

楚
国
先
賢
伝
日
、
孫
敬
到
洛
、
在
太
学
左
右
一
小
屋
、
安
止
母
。
然
後
入
学
、
編
楊
柳
簡
以
為
経
。
(
楚
国
先
賢
伝
に
日
は
く
、
孫
敬
、

洛
に
到
り
、
太
学
の
左
右
の
一
小
屋
に
在
り
て
、
母
を
安
止
す
。
然
る
後
に
入
学
し
、
楊
柳
の
簡
を
編
み
て
以
て
経
と
為
す
、
と
。
)

と
指
摘
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
孫
敬
が
太
学
に
入
学
し
、
編
ん
だ
楊
柳
を
木
簡
の
代
わ
り
に
し
て
経
典
を
書
写
し
、
勉
学
に
励
ん
だ
と
い
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う
故
事
の
存
在
は
、
大
学
と
柳
と
が
容
易
に
結
び
つ
く
必
然
性
の
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
「
柳
市
」
は
孫
敬
の
故
事
を
起
点
と
し

て
、
「
た
く
さ
ん
の
学
生
が
柳
を
編
み
な
が
ら
(
書
籍
を
書
写
し
な
が
ら
)
勉
学
に
励
ん
で
い
る
場
所
」
と
い
う
意
味
を
内
包
し
て
成
立
し
た

語
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

二
、
三
乗

藤
原
宗
忠
の
日
記
『
中
右
記
』

の
嘉
承
二
年
(
一
一

O
七
)
閏
十
月
九
日
条
に
よ
れ
ば
、
こ
の
目
、
関
白
藤
原
忠
実
の
召
し
に
よ
っ
て
集

め
ら
れ
た
公
卿
・
弁
官
た
ち
の
間
で
、
鳥
羽
天
皇
の
即
位
の
日
取
り
の
こ
と
が
議
定
さ
れ
た
。
そ
こ
で
問
題
と
な
っ
た
の
が
即
位
当
日
、
前

斎
院
令
子
内
親
王
が
幼
帝
と
同
輿
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
前
斎
院
を
母
后
に
準
じ
て
立
后
さ
せ
れ
ば
問
題



は
な
い
と
い
う
の
が
大
勢
で
あ
っ
た
が
、
関
白
が
こ
の
件
を
大
江
匡
房
に
問
い
合
わ
せ
る
と
、
前
斎
院
の
ま
ま
で
も
同
輿
し
て
一
向
に
構
わ

な
い
と
の
答
え
が
返
っ
て
き
た
。
『
中
右
記
』
に
は
「
江
帥
匡
房
申
云
、
前
斎
院
同
輿
何
事
之
有
哉
。
(
江
帥
匡
房
申
し
て
云
ふ
、
前
斎
院
の

同
輿
、
何
事
か
之
れ
有
ら
む
、
と
」
と
あ
る
だ
け
だ
が
、
九
条
兼
実
の
日
記
「
玉
葉
』
治
承
五
年
(
一
一
八
二
二
月
十
一
日
条
に
よ
れ
ば
、

そ
の
と
き
匡
房
は
中
国
の
先
例
を
挙
げ
て
、
自
説
を
補
強
し
た
ら
し
い
。

(
ア
キ
)

漢
家
之
礼
、
不
限
必
后
位
。
震
光
同
輿
宣
口
之
由
、
匡
房
卿
嘉
承
之
度
所
申
也
。
(
漢
家
の
礼
、
必
ず
し
も
后
位
に
限
ら
ず
。
震
光
、
宣
口

に
同
輿
す
る
の
由
、
匡
房
卿
、
嘉
承
の
度
に
申
す
所
な
り
。
)
H

中
国
で
は
、
同
輿
す
る
の
は
必
ず
し
も
后
の
位
に
あ
る
者
と
は
限
ら
ず
、

漢
の
震
光
が
宣
帝
と
同
輿
し
た
例
が
あ
る
こ
と
を
、
匡
房
卿
が
嘉
承
二
年
の
時
に
申
し
上
げ
た
。

立
后
し
て
い
な
い
者
が
同
輿
で
き
る
か
と
い
う
下
問
に
対
し
て
、
武
官
が
同
輿
し
た
例
を
挙
げ
る
と
こ
ろ
が
匡
房
ら
し
い
が
、
兼
実
は
こ
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れ
に
続
け
て
、

凡
非
塞
光
人
、
漢
朝
惣
有
三
乗
之
礼
欺
。
(
凡
そ
塞
光
の
人
に
非
ず
と
も
、
漢
朝
に
は
総
じ
て
三
乗
の
礼
有
る
か
。
)
H
一
塞
光
の
場
合
で

な
く
と
も
、
中
国
に
は
「
三
乗
之
礼
」
が
あ
る
も
の
だ
。

と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
に
見
え
る
「
三
乗
之
礼
」
は
辞
書
な
ど
に
は
見
当
た
ら
な
い
言
葉
で
あ
る
。

一
体
ど
の
よ
う
な
意
味
な
の
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
を
説
き
明
か
す
鍵
は
『
漢
書
」
塞
光
伝
に
あ
る
。
一
塞
光
は
大
司
馬
・
大
将
軍
を
授
け
ら
れ
、
昭
帝
・
宣
帝
を
輔
佐
し
た
こ
と
で
名
高



い
人
物
だ
が
、
伝
の
末
尾
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
見
出
さ
れ
る
。

宣
帝
始
立
、
謁
見
高
廟
、
大
将
軍
光
従
惨
乗
。
上
内
厳
樟
之
、
若
有
せ
刺
在
背
。
後
車
騎
将
軍
張
安
世
代
光
鯵
乗
。
天
子
従
容
障
体
、
甚
安

近
罵
。
及
光
身
死
而
宗
族
寛
訴
、
故
俗
伝
之
日
、
威
震
主
者
不
畜
、
塞
氏
之
禍
萌
於
惨
乗
。
(
官
一
帝
始
め
て
立
ち
て
、
高
廟
に
謁
見
す
る
と

き
、
大
将
軍
光
従
ひ
て
鯵
乗
す
。
上
、
内
に
之
れ
を
厳
憧
す
る
こ
と
、
せ
刺
有
り
て
背
に
在
る
が
若
し
。
後
に
車
騎
将
軍
張
安
世
、
光
に
代

あ
ま
ね

は
り
て
惨
乗
す
。
天
子
従
容
と
し
て
体
を
擦
に
し
、
甚
だ
安
ん
じ
て
鷲
れ
を
近
づ
く
。
光
が
身
の
死
す
る
に
及
び
て
宗
族
主
見
く
諒
せ
ら
る
。

ゃ
し
な

故
に
俗
之
れ
を
伝
へ
て
日
は
く
、
威
、
主
に
震
ふ
者
は
畜
は
れ
ず
、
震
氏
の
禍
は
鯵
乗
よ
り
萌
す
、
と
。
)

H

宣
帝
は
即
位
の
始
め
、
高
祖
の

廟
に
詣
で
た
時
、
大
将
軍
塞
光
が
添
え
乗
り
し
た
。
主
上
は
内
心
、
震
光
を
恐
れ
て
、
背
中
に
と
げ
が
刺
さ
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
心
持
ち

た
。
光
が
死
に
、

一
族
が
こ
と
ご
と
く
抹
殺
さ
れ
る
と
、
世
間
で
は
そ
の
こ
と
を
「
主
上
に
対
し
て
威
を
振
る
う
者
は
生
き
残
れ
な
い
。
塞

-126-

だ
っ
た
。
後
に
車
騎
将
軍
の
張
安
世
が
光
に
代
わ
っ
て
添
え
乗
り
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
天
子
は
く
つ
ろ
ぎ
、
心
安
ら
い
で
安
世
を
近
づ
け

氏
の
禍
い
は
添
え
乗
り
し
た
時
か
ら
萌
し
て
い
た
の
だ
」
と
言
い
伝
え
た
。

長
々
と
引
用
し
た
が
、
「
三
乗
之
礼
」
の
意
を
つ
き
と
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
傍
線
部
の
理
解
だ
け
で
事
足
り
る
。
「
三
乗
」
は
「
惨
乗
」
の

宛
字
で
あ
る
。
兼
実
は
匡
房
に
街
学
的
な
一
面
の
あ
る
こ
と
を
見
抜
い
て
い
て
、
「
塞
光
の
例
を
出
さ
ず
と
も
、
中
国
に
は
(
天
子
の
車
に
は

護
衛
の
武
官
が
乗
る
と
い
う
)
添
え
乗
り
の
儀
礼
が
あ
る
も
の
だ
」
と
匡
房
の
虚
飾
を
突
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
漢
書
』

の
例
は
た
し

か
に
天
子
即
位
の
直
後
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
る
っ
き
り
的
外
れ
の
指
摘
で
も
な
い
。
さ
す
が
匡
房
と
褒
め
た
く
も
な
る
。

因
み
に
、
「
惨
乗
」
は
「
参
乗
」
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
『
史
記
』
項
羽
本
紀
、
「
鴻
門
の
会
」
の
場
面
で
、
焚
噌
が
油
公



の
絶
体
絶
命
の
危
機
を
救
お
う
と
宴
席
に
割
っ
て
入
っ
た
時
、
項
羽
に
問
わ
れ
て
「
浦
公
之
参
乗
奨
噌
者
也
。
(
浦
公
の
参
乗
、
焚
噌
な
る
者

な
り
。
)
」
と
名
乗
る
台
詞
に
見
ら
れ
る
。
「
三
乗
」
が
「
参
乗
」
の
宛
字
で
あ
れ
ば
、
我
々
に
は
と
て
も
分
か
り
ゃ
す
い
。
「
参
議
」
に
「
三

木
」
の
文
字
を
宛
て
る
こ
と
に
馴
染
み
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

1注3 2 

川
口
久
雄
『
菅
家
文
草
膏
家
後
集
』
(
日
本
古
典
文
学
大
系

η
、
一
九
六
六
年
、
岩
波
書
庖
)
で
は
「
柳
市
」
を
『
漢
書
』
寓
章
伝
に
拠
る
語
と
し
て
、

「
市
井
の
文
人
一
般
を
も
さ
す
」
と
す
る
。
本
間
洋
一
『
本
朝
無
題
詩
全
注
釈
一
」
(
一
九
九
二
年
、
新
典
社
)
で
は
同
語
を
「
に
ぎ
や
か
な
町
。

九
d

幸
ふ
れ
ι

市
井
」
と
説
明
し
、
当
該
句
を
「
巷
を
辞
し
て
大
臣
邸
の
宴
に
列
席
し
た
」
と
現
代
語
訳
す
る
。

句
題
詩
の
構
成
方
法
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
句
題
詩
概
説
」
(
『
句
題
詩
研
究
』
、
二

O
O
七
年
、
慶
慮
義
塾
大
学
出
版
会
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

大
曾
根
章
介
「
院
政
期
の
一
鴻
儒
|
|
藤
原
敦
光
の
生
涯
|
|
」
(
『
大
曾
根
章
介
日
本
漢
文
学
論
集
』
第
二
巻
、
一
九
九
八
年
、
汲
古
書
院
。

初
出
は
一
九
七
七
年
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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